
錦
秋
の
奥
湯
河
原

　
　
　
池
峯
「
も
み
じ
の
郷
」

錦
秋
の
奥
湯
河
原

　
　
　
池
峯
「
も
み
じ
の
郷
」

錦
秋
の
奥
湯
河
原

　
　
　
池
峯
「
も
み
じ
の
郷
」



 
平
成
20
年
第
４
回
湯
河
原
町
議
会
９
月
定
例
会
は
、

９
月
12
日
か
ら
30
日
ま
で
の
19
日
間
（
本
会
議
開
催

４
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
19
年
度
決
算
の
認
定
、

条
例
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
議
案
22
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

決
算
の
認
定

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ

た
平
成
19
年
度
の
各
会
計

決
算
は
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計(

国

民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道

事
業
、
老
人
保
健
医
療
、
介

護
保
険
事
業
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
事
業
、
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業)

及
び
公

営
企
業
会
計(

水
道
事
業
、

温
泉
事
業)

の
決
算
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

 

各
会
計
の
決
算
内
容
の
審

査
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度

の
予
算
編
成
に
向
け
て
の
意

見
・
要
望
が
委
員
か
ら
出
さ

れ
、
す
べ
て
の
会
計
を
原
案

の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

（
委  

員  

長
）　
露
木
　
寿
雄

（
副
委
員
長
）　
原
田
　
　
洋

（
委
　
　
員
）　
山
本
　
俊
明

　
　
　
　
　
　
室
伏
　
友
三

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
恵

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
延
幸

　
　
　
　
　
　
小
澤
　
眞
司

　
　
　
　
　
　
丸
山
　
孝
夫

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
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　 会 　 計 　 名 　 � 

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

介護サービスセンター事業特別会計

公共用地先行取得事業特別会計

合　　　　    　計

  歳入決算額

80億5,533万円

38億3,277万円

23億8,417万円

25億8,787万円

17億6,092万円

1,369万円

273万円

186億3,748万円

　   歳出決算額       

78億5,668万円

36億5,527万円

23億7,320万円

26億3,304万円

17億3,973万円

1,369万円

273万円

182億7,434万円

       差　引　額 � 

１億9,865万円

1億7,750万円

1,097万円

△4,517万円

2,119万円

0

0

－

平成19年度決算の内容

収益的収入 収益的支出

4億2,564万円 4億1,334万円 1,230万円

当年度純利益

収益的収入・支出（税抜き）

資本的収入 資本的支出 差引額

5,027万円 2億3,044万円 △1億8,017万円

資本的収入・支出（税込み）

収益的収入 収益的支出

2億2,692万円 1億8,593万円 4,099万円

当年度純利益

収益的収入・支出（税抜き）

資本的収入 資本的支出 差引額

　3,000万円 7,673万円 △4,673万円

資本的収入・支出（税込み）

水道事業会計 温泉事業会計

一般会計・特別会計



Ａ本
町
で
は
「
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
を
受
け
、
２
０
０
６

年
４
月
に
「
湯
河
原
町
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を

策
定
し
、
二
酸
化
炭
素
の
削

減
目
標
は
、
２
０
０
４
年
度

を
目
標
設
定
の
基
準
年
度
と

し
、
２
０
０
６
年
度
か
ら
２

０
１
０
年
度
の
５
年
間
で
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
７
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
値
と

定
め
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
の
住
宅
用
太
陽

光
発
電
の
設
置
補
助
金
制
度

の
創
設
や
レ
ジ
袋
削
減
を
目

的
と
し
た
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
ふ
れ
あ
い
産
業

祭
で
実
施
す
る
な
ど
啓
発
に

状
況
に
あ
る
か
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比

率
は
、
す
べ
て
健
全
段
階
で

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
す
べ
て
の
比

率
が
基
準
の
範
囲
内
の
数
値

と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

　
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
に
つ
い
て
も
、
対

象
と
な
る
３
つ
の
公
営
企
業

す
べ
て
に
資
金
不
足
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。（
表
２
参
照
）

こ
の
制
度
で
は
、
首
長
が
公

表
す
る
健
全
化
判
断
比
率
が

適
正
に
算
出
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
監
査
委
員
が
審
査
す

る
こ
と
と
な
り
、
自
治
体
の

「
決
算
の
正
確
性
」
に
つ
い

て
の
審
査
を
、
従
来
以
上
に

厳
正
に
行
う
こ
と
を
要
請
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
監
査
委

員
は
、
納
税
者
や
住
民
に
対

し
て
負
う
使
命
が
重
く
な
っ

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
法
は
、
共
通

の
「
も
の
さ
し
」
で
各
自
治

体
の
財
政
健
全
度
を
測
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
全
国
の

自
治
体
の
数
値
が
公
表
さ
れ

ま
す
の
で
、
県
内
や
全
国
の

町
村
平
均
と
の
比
較
な
ど
を

行
い
、
本
町
が
ど
の
よ
う
な

　
健
全
化
判
断
比

率
は
、
平
成
19

年
度
決
算
か
ら
監

査
委
員
の
審
査
を

受
け
、
議
会
へ
の

報
告
案
件
に
な
っ

て
お
り
、
住
民
へ

の
公
表
も
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
決

算
の
健
全
化
判
断

比
率
結
果
か
ら
、

本
町
の
財
政
健
全

化
度
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

ま
た
、
こ
の
制
度
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ普
通
会
計
に
お
け
る
早
期

健
全
化
基
準
の
う
ち
、
実
質

赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

し
た
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
財

政
運
営
に
心
配
が
な
い
と
言

う
こ
と
で
は
な
く
、
更
に
健

全
化
判
断
比
率
が
向
上
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
湯
河
原
町
の
景
観
に
つ
い
て

　
　

　
温
室
効
果
ガ
ス

は
１
９
９
０
年
比

で
２
０
０
６
年
度

は
6.2
％
増
加
し
て

お
り
、
地
球
温
暖

化
が
人
為
的
要
因

で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
町

で
も
「
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
推

進
」
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
対
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｑ地方公共団体の財政の健全化
　　　に関する法律について

Ｑ湯河原町の地球温暖化
　　　　防止対策について

一
般
質
問室伏重孝議員

小澤眞司議員

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄付を贈らない！
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表１．平成19年度決算に基づく健全化判断比率

湯河原町の比率
　―

  　  （３．６２）
　―

　（１６．７８）
　１０．７   
　１３０．１       

早期健全化基準

　１４．７３

　１９．７３

　２５．０    
　３５０．０       

区　　分

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率
将来負担比率

備考　１.実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及
び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場
合は「―」　２.（　）内は実質黒字の比率

（単位 ％） 表２．平成19年度決算に基づく公営企業の資金不足比率

湯河原町の比率
　―
　（２．２）
　―
　（４６．０）
　―

　（１６５．０）　

経営健全化基準

　

２０．０

下水道事業特別会計

水道事業会計

温泉事業会計
　

備考１.資金不足比率が算定されない場合は「―」
　　２.（　）内は資金剰余の比率

（単位 ％）

公営企業特別会計の名称



合
の
削
減
額
を
被
保
険
者
に

通
知
し
て
い
る
事
例
が
あ
り

ま
す
が
、
普
及
に
は
、
被
保

険
者
の
認
識
の
深
ま
り
と
と

も
に
、
医
療
関
係
者
の
理
解
、

流
通
や
在
庫
管
理
と
い
っ
た

体
制
の
整
備
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
国
も
、
平
成
24
年
ま

で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
シ
ェ
ア
を
30
％
以
上
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
総
合
的
な
施
策
を
講
じ

る
計
画
で
す
の
で
、
そ
の
成

果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
も
、
窓
口
や
電
話
で

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

対
す
る
問
合
せ
も
増
え
て
き

て
お
り
、
関
心
の
高
ま
り
が

感
じ
ら
れ
ま
す
の
で
、
地
域

医
療
関
係
団
体
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
効
果
的
な
普
及

促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
組
に

つ
い
て

Ａジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

先
発
医
薬
品
の
特
許
満
了
後

に
同
じ
有
効
成
分
で
、
効
能
、

効
果
、
用
法
、
用
量
が
同
一

の
医
薬
品
と
し
て
製
造
・
販

売
さ
れ
、
先
発
医
薬
品
に
比

べ
て
低
価
格
な
医
薬
品
で
品

質
的
な
違
い
は
無
い
も
の
と

理
解
し
て
お
り
、
こ
の
医
薬

品
の
普
及
は
、
保
険
財
政
面
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
の
面

か
ら
も
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
部
の
健
康
保
険
組
合
等

に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場

努
め
て
い
ま
す
。

　
環
境
を
守
る
と
い
う
意
識

は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
保
護

者
や
学
校
は
も
と
よ
り
、
地

域
の
方
々
か
ら
教
え
を
受
け

る
こ
と
で
培
わ
れ
る
と
考
え
、

毎
年
小
学
校
６
年
生
に
、
啓

発
冊
子
「
エ
コ
ト
ラ
イ
を
は

じ
め
よ
う
」
を
配
布
し
、
地

球
の
現
状
や
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
う
機
会
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
に
は
「
み

ん
な
で
地
球
環
境
を
考
え
よ

う
」
と
い
う
催
し
を
開
催
し
、

子
ど
も
環
境
ア
カ
デ
ミ
ー
参

加
児
童
に
よ
る
体
験
発
表
や

講
演
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
進
め
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

を
は
じ
め
と
し
た
環
境
保
全

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
改

修
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　
最
近
、
テ
レ
ビ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
先
に
開
発
さ

れ
た
薬
の
特
許
が

切
れ
た
後
に
、
同

じ
有
効
成
分
や
同

じ
効
き
目
で
厚
生

労
働
省
が
承
認
し

た
薬
で
、
こ
の
医

薬
品
が
普
及
す
れ

ば
、
町
の
医
療
費

の
軽
減
と
患
者
負
担
の
軽
減

が
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
積
極
的

に
使
用
す
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
将
来
、
よ
り
開

か
れ
た
教
育
委
員

会
を
目
指
す
た
め

に
ど
う
す
べ
き
か
。

ま
た
、
教
育
委
員

会
へ
の
指
導
助
言

は
、
教
育
委
員
制

度
が
あ
る
が
、
議

会
に
お
い
て
も
そ

の
一
翼
を
担
わ
せ

る
こ
と
を
ど
う
考

え
る
か
。

Ａ昭
和
31
年
に
、「
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
は
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
等
に
著

し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う

配
慮
し
、
委
員
の
う
ち
に
保

護
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し

Ｑ医療費の低減対策として、ジェネリック
             医薬品の使用促進について

Ｑ開かれた教育委員会を
　　　　　目指すことについて

佐藤  恵  議員

室伏友三議員

No.68 平成20年11月

4



Ａ国
の
住
宅
政
策
も
転
換
が

図
ら
れ
て
お
り
、「
既
存
ス

ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
」
の
視

点
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、

民
間
ア
パ
ー
ト
を
借
上
げ
て

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

平
成
８
年
以
降
、
公
営
住
宅

の
整
備
に
民
間
住
宅
の
借
上

げ
・
買
取
り
方
式
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
で
は
、

横
浜
、
川
崎
な
ど
大
都
市
を

中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
初
期
投
資
が
不
要
で
あ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
、
低
所
得

者
に
対
し
て
も
、
期
間
を
定

め
、
民
間
住
宅
の
家
賃
に
対

す
る
補
助
も
町
の
単
独
事
業

と
し
て
、
実
施
す
る
こ
と
が

可
能
な
反
面
、
将
来
に
わ
た

っ
て
の
義
務
的
な
経
費
と
な

り
、
補
助
す
る
相
手
方
や
金

額
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
財
源

の
確
保
な
ど
を
よ
く
調
査
し
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

却
し
た
そ
の
一
部
を
活
用
す

る
も
の
で
す
。

　
町
、
入
居
者
、
ア
パ
ー
ト

所
有
者
の
三
者
が
契
約
を
交

わ
す
こ
と
に
よ
り
、
建
物
の

維
持
管
理
、
補
修
は
大
家
さ

ん
が
実
施
す
る
。
借
り
る
方

も
、
家
賃
の
滞
納
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
責
任
で
契
約
を

交
わ
し
、
町
は
、
住
宅
に
対

し
て
の
家
賃
以
上
の
持
出
し

を
し
な
く
て
済
み
ま
す
。
以

上
の
よ
う
な
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か
。

　
昭
和
31
年
の
「
地
方
教
育

行
政
法
」
の
施
行
に
よ
り
、

教
育
委
員
会
の
職
務
権
限

も
明
確
に
な
り
、
教
育
の
中

立
性
を
確
保
す
る
意
味
か

ら
も
教
育
委
員
会
が
独
立

し
た
教
育
行
政
機
関
で
は

あ
り
ま
す
が
、
議
会
が
教
育

委
員
会
に
対
し
て
ど
れ
だ

け
関
与
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
議
会
と
い
う
機
関

に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
範

囲
内
で
あ
れ
ば
行
使
で
き

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
町
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ

プ
役
を
果
た
す
中
で
、
教
育

委
員
会
に
対
す
る
意
見
や
情

報
、
質
問
等
が
あ
れ
ば
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
教
育
委
員
会
に
お
け
る
元
校

長
や
元
教
頭
の
再
雇
用
に
つ
い

て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」、「
事

務
局
の
職
員
の
う
ち
所
掌
事

務
に
係
る
教
育
行
政
に
関
す

る
相
談
に
関
す
る
事
務
を
行

う
職
員
を
指
定
し
公
表
す
る
。」

と
し
た
こ
と
な
ど
の
改
正
に

即
し
、
教
育
委
員
会
を
運
営

し
て
お
り
、
適
切
に
機
能
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
の
会
議
は
原

則
公
開
で
、
誰
で
も
傍
聴
が

で
き
ま
す
が
、
メ
ー
ル
等
で

の
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業

等
に
対
す
る
意
見
交
換
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
多

く
の
ア
パ
ー
ト
が

あ
い
て
い
ま
す
。

人
口
増
は
地
域
経

済
の
活
性
化
と
な

り
、
人
口
減
少
は

地
域
力
が
衰
退
し

税
収
減
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
借
上

げ
方
式
は
修
繕
費

も
不
用
と
な
り
、

空
室
に
し
て
お
く

よ
り
、
安
く
て
も

活
用
し
た
方
が
と

の
考
え
も
多
く
、
ア
パ
ー
ト

所
有
者
の
納
税
増
に
も
な
り

ま
す
。
財
源
と
し
て
、
町
は
、

役
割
を
終
え
つ
つ
あ
る
町
営

住
宅
の
跡
地
を
売
却
し
て
お

り
、
旧
下
長
窪
住
宅
の
跡
地

が
約
三
千
万
円
で
、
旧
中
尾

曽
根
の
住
宅
跡
地
も
八
千
七

百
万
円
を
超
え
る
金
額
で
売

Ｑあいているアパートを町が安く借上げて、
　　　半額負担等で提供する制度について

丸山孝夫議員

ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄付を求めない！
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シ
ー
ト
及
び
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
と
平
成
20
年
度
８
月

末
町
税
等
収
納
状
況
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

・
県
西
地
域
合
併
検
討
会
の

取
組
状
況
に
つ
い
て

　
６
月
14
日(

土)

・
15
日（
日)

の
２
日
間
で
全
３
回
開
催
さ

れ
た
「
県
西
地
域
合
併
検
討

会
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
住

民
説
明
会
」
の
概
要
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
に
は
町
民
67
名

が
参
加
、
市
町
合
併
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
さ

れ
、
合
併
の
枠
組
み
や
合
併

し
た
場
合
に
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

・
観
光
戦
略
会
議
事
業
に
つ

い
て
　
湯
河
原
特
有
の
観
光
資
源

の
新
た
な
活
用
の
検
討
や
観

光
客
と
町
民
の
『
観
光
交
流
』

の
架
け
橋
と
な
る
人
材
育
成

な
ど
を
目
的
に
実
施
す
る
湯

　　　
　
　
　（
９
月
17
日
開
催
）

○
主
な
所
管
事
務
調
査

・
下
水
道
汚
泥
焼
却
施
設
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
町
民
や
事
業
所
の
節
水
意

識
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
下

水
道
流
入
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
下
水
道

汚
泥
焼
却
施
設
の
増
設
計
画

を
見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

○
主
な
報
告
事
項

・
湯
河
原
町
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
訂
に
伴
う
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い

て・
平
成
20
年
度
夏
季
行
事
事

業
実
績
に
つ
い
て

　（
９
月
19
日
・
29
日
開
催
）

○
主
な
所
管
事
務
調
査

　
平
成
19
年
度
バ
ラ
ン
ス

　
こ
の
結
果
を
受
け
、
特
別

委
員
会
で
協
議
を
行
っ
た
結

果
、
旧
湯
河
原
高
校
を
所
有
・

管
理
す
る
神
奈
川
県
に
対
し
、

仮
校
舎
と
し
て
体
育
館
も
含

め
旧
湯
河
原
高
校
を
借
り
る

こ
と
を
、
議
会
、
行
政
、
教

育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て

要
望
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

﹈（
９
月
16
日
・
10
月
９
日
開
催
）

　
湯
河
原
中
学
校
の
耐
震
大
規

模
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
耐

震
性
の
低
い
体
育
館
、
教
室
棟

の
Ｂ
棟
、
職
員
室
・
特
別
教
室

の
あ
る
Ａ
棟
と
順
番
に
工
事
を

行
っ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、

①
３
年
間
を
め
ど
に
仮
設
校
舎

と
し
て
中
学
校
の
運
動
場
に
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て
て
工
事
を

実
施
す
る
方
法
と
、
②
仮
校
舎

と
し
て
旧
湯
河
原
高
校
を
借
り

ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
工

事
を
す
る
方
法
の
２
つ
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員

会
で
は
、
工
事
期
間
中
に
対
象

と
な
る
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
２
年
生
ま
で
の
保
護
者
の

皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り

総

務

文

教
・
福

祉

　

　

常

任

委

員

会

町
立
小
中
学
校
の
教
育

環
境
整
備
の
調
査
に

関
す
る
特
別
委
員
会

環
境
・
観
光
産
業

　
　
常
任
委
員
会
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【アンケートの質問】

質
問

回
答

結
果

　湯河原中学校の耐震工事期間中は、仮設校舎として

運動場にプレハブ校舎を建てるか、又は仮校舎として

旧湯河原高校を使用するか、あなたはどちらが適切だ

と思いますか?

❶校舎の耐震工事が始まる22年度から２年間、プレハ
ブ校舎を使用する。【22年度はＢ棟（教室棟）、23年
度はＡ棟（職員室等）が仮設校舎を使用】
❷校舎の耐震工事が
始まる22年度から
２年間、旧湯河原
高校を使用する。
❸体育館の耐震工事
が始まる21年度か
ら３年間、旧湯河
原高校を使用する。
❹どちらでもよい。

❶プレハブ
　21.8%

❹どらでも
　12.7%

❷2年間高校
　13.8%

❸3年間高校
　51.7%

●配布数／830　●回答数／739(回収率89.0%)



　
人
事
案
件

　
湯
河
原
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
露
木
峯
雄
さ
ん
の
任
期
が

平
成
20
年
10
月
18
日
で
満

了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
小

松
雄
成
さ
ん
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成
23
年
10
月
18
日

ま
で
で
す
。

　 　
湯
河
原
町
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
条
例

　
湯
河
原
町
非
常
勤
の
特
別

職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例

　
地
方
自
治
法
が
一
部
改
正

さ
れ
、
議
会
議
員
の
報
酬
の

規
定
が
選
挙
管
理
委
員
会
等

の
他
の
行
政
委
員
会
の
委
員

等
の
報
酬
規
定
と
分
離
し
た

た
め
、
関
係
条
例
の
一
部
の

改
正
を
し
た
も
の
。

（
委

員

長
）　
室
伏
　
重
孝

（
副
委
員
長
）　
原
田
　
　
洋

（
委
　
　
員
）　
室
伏
　
友
三

　
　
　
　
　
　
村
瀬
　
公
大

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
俊
子

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
延
幸

　
　
　
　
　
　
内
藤
　
陽
子

　
　
　
　
　
　
小
澤
　
眞
司

河
原
町
観
光
戦
略
会
議
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

・
旧
福
浦
幼
稚
園
園
庭
の
今

後
の
利
用
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後

の
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ザ
利
用
状

況
に
つ
い
て

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
　

　
　
　
　（
９
月
17
日
開
催
）

　
平
成
20
年
度
の
一
般
会

計
及
び
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

補
正
内
容
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

人
事
案
件

主
な
条
例
の
改
正

主
な
条
例
の
改
正

予

算

審

査

　

　
　
特
別
委
員
会

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家から有権者への寄付は受け取らない！
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一般会計補正予算
（2,012万９千円の増額）

国民健康保険事業特別会計補正予算
（１億5,558万３千円の増額）

下水道事業特別会計補正予算
（3,475万４千円の減額）

介護保険事業特別会計補正予算
（3,937万５千円の増額）

子育て支援給付事業の増額
道路改修事業の増額　など

後期高齢者支援金の増額
退職被保険者高額療養費の増額　など

汚泥焼却施設整備計画の変更に伴う浄水
センター建設事業の減額　など

国庫支出金等過年度返還金の増額　など

会計名・補正額 概　　　　　　　　要

ど      

い              

お
お
す
ぎ

Ｑ梶原景時は、平氏方じゃなかったの？
A 梶原景時は、源氏方と敵対する平氏方であったにもかかわらず、味方を欺いて頼朝を救った。鎌倉

幕府では、信頼の厚かった頼朝の懐刀として要職についたが、頼朝の死後はその後ろ盾を失い、鎌倉を

追放される。

　毎年 4 月第 1 日曜日に、湯中生徒ら約100名が参加して開催される源頼朝旗揚げ武者行列では、梶

原景時だけ、平氏方の赤い旗を持って町内を練り歩きます。

　源頼朝が山中を逃げる途中、大
杉の空洞で息をひそめたが、敵将
の梶原景時（かじわらかげとき）はそれ
と知りつつ、機知をもって頼朝を
かばい、その命を救ったという。
　大正６年の台風で倒れてしまっ
たため、現在は、根株の跡に記念
碑が建っている。

大観山
1015M

土肥大杉石碑

土肥の
　大杉跡

TOYO TIRES
ビューラウンジ

TOYO TIRES ターンパイク
（箱根小田原本線）
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傍
聴
の
ご
案
内

　
本
会
議
及
び
常
任
・
特
別
委
員
会
は
、
傍
聴
が
で
き

ま
す
。（
本
会
議
場
の
傍
聴
は
20
名
で
す
。
な
お
、
委
員

会
の
傍
聴
は
先
着
6
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
受
付
／
開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら

　
場
所
／
第
１
庁
舎
２
階
　
議
会
事
務
局

12
月
議
会
日
程

11
月
26
日（
水
）AM
 
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
27
日（
木
）AM
 
本
会
議（
条
例
・
補
正
予
算
等
）

12
月
１
日（
月
）AM
 
環
境
・
観
光
産
業
常
任
委
員
会

　
　
３
日（
水
）AM
 
総
務
文
教
・
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
５
日（
金
）AM
 
町
立
小
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　
　       

の
調
査
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
PM
 
広
域
行
政
特
別
委
員
会

　
　
８
日（
月
）PM
 
本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）

　
今
、
湯
河
原
小
、
吉
浜
小
で
耐
震
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
で
は
「
町
立
小
中
学

校
の
教
育
環
境
整
備
の
調
査
に
関
す
る
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
て
、
中
学
校
の
教
育
環
境
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
行
政
を
交
え
て
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
を
月
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
長
期
の
学
習
環
境
の
整
備
を
議
論
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
声
を
議
員
や
議
会
に
届
け
て
い

た
だ
き
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
 
 
 
 
　
（
小
澤
眞
司
 

記
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
委

員

長
 
小
澤
　
眞
司

　
副
委
員
長
　
室
伏
　
重
孝

　
委
　
　
員
　
室
伏
　
友
三
　
中
島
　
　
寛

 
 
 
 
 
 
内
藤
　
陽
子
　
丸
山
　
孝
夫

審議した議案と各議員の賛否 （平成 20 年 9 月定例会） ○は賛成、×は反対を表しています。
土屋誠一議長は、採決に加わりません。

議
　
案
　
番
　
号

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

丸

山

孝

夫

松

野

　

満

小

澤

眞

司

原
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議員提出3

議員提出4

専決処分の承認について　　　　　　　　　　　　
（平成20年度湯河原町一般会計補正予算（第３号））
専決処分の承認について　　　　　　　　　　　　　　　　　
（平成20年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算（第１号））
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について　　　　　　　　　　　　　　
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律等の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について　　　　　　　　

平成20年度湯河原町一般会計補正予算（第４号）

平成20年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成20年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成20年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

決算の認定について（平成19年度湯河原町一般会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町国民健康保険事業特別会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町下水道事業特別会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町老人保健医療特別会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町介護保険事業特別会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町介護サービスセンター事業特別会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町公共用地先行取得事業特別会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町水道事業会計）

決算の認定について（平成19年度湯河原町温泉事業会計）

湯河原町土地開発公社定款の一部変更について

湯河原町固定資産評価審査委員会委員の選任について

工事請負変更契約の締結について　　　　　　　　　　　　　　
（平成20年度湯河原小学校体育館・渡り廊下耐震大規模改修工事）
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について　　　　　　　　　　　　　　
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